家庭礼拝　2011年12月7日　マルコ3章７－35　クリスマス、神の家族　
　賛美歌2４８　エッサイの根より　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌２５６　まぶねのかたえに
起

ついに、クリスマスウィークに入りました。今週は金土日とクリスマスのいろいろな行事が予定されています。12月4日に行った、神山教会の説教で、宮本牧師は、皆さんは本当にクリスマスを待ち遠しいと思っていらっしゃるでしょうか、と問いかけました。クリスマスが来ると思い出すのは2年前の出来事です。この出来事は、あまり思い出したくない不快な出来事として、頭の片隅に追いやってしまったような気がします。同じように、クリスマスの本当の意味を心静かに考えると言うことも、面倒なこととして、心の片隅に追いやっていることはないでしょうか。それよりは楽しい行事で暮らすことを願っていることはないでしょうか。ですが、今年はこれらのことを、避けないで、心静かに見つめてみようと思っています。考えるのではなく、見つめたいと思っています。それぞれの立場の人が何を感じていたのかを見つめたいのです。結論を出すことも、善し悪しを考えることもしないで、ただ見つめることができたなら、何か新しい出来事が起こりそうな気がしています。そしてそれは、いやな思い出から、よい思い出に変わるクリスマスの出来事になるのではないかと考えています。
さて、このマルコによる福音書には残念ながら、クリスマスの出来事、イエス様の御降誕のことは記載されていません。まっしぐらに受難と十字架をめがけて書かれているのです。ですがその中にもクリスマスのメッセージは書かれていると思うので、それを見出しつつ、学びを進めたいと思います。

前回の箇所の最後は、安息日に会堂で手のなえた人を癒したイエス様を、ファリサイ派の人々はどのようにして殺そうかと相談しているところまででした。その後マルコ福音書では
マコ 3:7　イエスは弟子たちと共に湖の方へ立ち去られた。
とあっさり書かれているだけですが、マタイによる福音書では、イエスはそれを知ってそこを立ち去られた、と書いてあり、その危険を察知して逃れるように立ち去られたようです。それが事実であるかのように、イエス様はさらに、ガリラヤ湖を横切って反対岸のゲラサの地方まで逃れて行くのです。
さて、今イエス様は今どの辺を旅しているのでしょうか。聖書にははっきり書いていないのですが、カファルナウムを出た後、ガリラヤ湖の西側を南下して麦畑の中を通り、ゲネサレトあたりにまで来ていたようです。安息日に癒しが行われたのはゲネサレトの会堂のようです。そしてそこから湖のほうに歩いていかれたのです。そこはガリラヤの地理的に中ほどにある場所なので、ガリラヤ中から来たおびただしい群衆が従ってきたと書かれています。その中には、イエスの教えを聞いて、弟子になろうとして従ってきた人もたくさんいました。イエス様の評判はガリラヤ地方だけでなく、ユダヤ、エルサレム、イドマヤ、ヨルダン川の向こう側、ティルスやシドンの辺りからもおびただしい群衆が、イエスのしておられることを残らず聞いて、そばに集まって来た、と書かれています。もうすでにエルサレムにまでその名声は届いており、イエス様を頼ってくる人々がいると共に、エルサレムの、権威あるパリサイ人や律法学者から遣わされて、本当に、イエスは伝統的な神を信じる安全な宣教者なのかを偵察に来ている人々も出てきました。この地名の中にはガリラヤ地方の隣のサマリアの名がないのが不思議な気がします。一方、一番遠くはイドマヤです。これはユダヤ地方の南部ですが、エルサレムよりもずっと南でガリラヤ湖から数百キロは離れていると考えられます。そのような所からも、群集がイエス様のところに詰め掛けたのです。その様子は、9節と10節に書いてあります。そこにはこうあります。
マコ 3:9　そこで、イエスは弟子たちに小舟を用意してほしいと言われた。群衆に押しつぶされないためである。

マコ 3:10　イエスが多くの病人をいやされたので、病気に悩む人たちが皆、イエスに触れようとして、そばに押し寄せたからであった。

　きっとその有様は、イエス様が前の人を癒そうとしていると、後ろからも横からもイエス様の衣にでも触ろうとして、その衣を引っ張ったり、後から押し出してくる人に押し付けられたりして、まるで、満員電車の中で癒しをしているような状況だったのかもしれません。それは決して誇張ではなく、人々は本気になって、イエス様に押し寄せたのだと思います。それで、イエス様は押しつぶされないようにするために、小船を用意してほしいと言ったのです。そこで癒しを行っているイエス様の正体に気がついていたのは悪霊たちでした。そこにはこう書いてあります。11節と12節です。
マコ 3:11　汚れた霊どもは、イエスを見るとひれ伏して、「あなたは神の子だ」と叫んだ。

マコ 3:12　イエスは、自分のことを言いふらさないようにと霊どもを厳しく戒められた。

悪霊は、この時、イエス様に対して挑むものではなくて、ひれ伏していたのです。そしてあなたは神の子だ、と叫んだのです。ですがイエス様は、自分のことを言いふらさないようにと霊どもに、厳しく戒められました。どうしてイエス様は、言いふらさないように言ったのでしょうか。どうしてその正体を隠す必要があったのでしょうか。まだその時ではなかったと言うのも理由のひとつですが、その時とはいったい何なのでしょうか。それは、人々のメシアすなわち救い主に対する考え方が、イエス様と違っていたからだと思います。その時と言うのは、人々が、イエス様の考えていたメシアが何であるかに、気がついたときです。それはイエス様が十字架にかけられ復活するまで、気がつかなかったのです。人々の考えていたメシアのイメージは、この世の王や権力を打ち破って、イスラエルの新しい国を作ってくださる、強い方でした。ですがイエス様のメシアは、この世の国の王ではなく、この世にあっては、貧しい人、弱い人、罪びとのために、自分の命さえも投げ出して、与えてくださる愛の方だったのです。今この時点では、誰もそのようなことを考えることはできないときだったので、誤解されないようにするため、イエス様は、自分の正体を言いふらさないようにといったのです。ところが、一番誤解してしまったのは、弟子のユダでした。ユダは、イエス様は、この世の権力に対して、立ち上がってくれるものと信じて、裏切りの行為をしたのだと思います。ユダは、イエス様の後に従わないで、イエス様の先を行こうとしたのです。
承

さて、いよいよイエス様が12人の弟子を選ぶときがやってきました。この時に至ったと言うのは、パリサイ人たちがイエス様を殺そうと狙っていたことや、大勢の群集が押し寄せてきたことと関係のないことだとは思いません。そのような状況が、イエス様に12人の弟子たちを準備させたのではないかと思います。それまでは収税人レビを入れて5人の弟子でした。これからは使徒と呼ばれる12人となります。
なぜその使徒を選ばれたかということは聖書にも書かれていますが、彼らを自分のそばに置くため、また、派遣して宣教させ、　悪霊を追い出す権能を持たせるためであった。と書かれています。その目的は非常にはっきりしていました。イエス様の側において教育することと、派遣して宣教させることでした。それに当たっては悪霊を追い出す権能を持たせるためでした。使徒の使命は、イエス様の訓練を受けることと宣教に出かけることなのです。これは私たちにも言えることで、訓練を受けることばかりでもだめで、宣教するばかりでもだめなのです。両方が大切になるのですが、私達はそうしているでしょうか。特に使徒たちに与えられた特別なものは、悪霊を追い出す権能でした。これは使徒にのみ許される権能です。新しく任命された使徒達の名は、次のように書かれています。16節から19節です。
マコ 3:16　こうして十二人を任命された。シモンにはペトロという名を付けられた。

マコ 3:17　ゼベダイの子ヤコブとヤコブの兄弟ヨハネ、この二人にはボアネルゲス、すなわち、「雷の子ら」という名を付けられた。

マコ 3:18　アンデレ、フィリポ、バルトロマイ、マタイ、トマス、アルファイの子ヤコブ、タダイ、熱心党のシモン、

マコ 3:19　それに、イスカリオテのユダ。このユダがイエスを裏切ったのである。

　これらの弟子の名前は、聖書によって違った名前になることがあるので注意が必要です。シモンがペトロと呼ばれているのは周知しているのでよいですが、徴税人レビはここではマタイとなっています。このマタイの名が、どうしてアンデレの次に書かれていないのかが不思議です。フィリポはヨハネによる福音書に詳しく出てきており、ナタナエルをイエス様に連れて行った人です。ヨハネ福音書では5番目の弟子はフィリポになっていてこの順番どおりなのです。そしてその次のバルトロマイというのが連れてこられた、ナタナエルではないかという説もあるのです。もしかするとその方が正しくて、その後、7番目に収税人レビが弟子になるのかもしれません。そうすれば順番は合います。トマスはヨハネ福音書ではデドモすなわち双子と呼ばれるトマスという言い方がされています。タダイはマタイによる福音書にはありますが、ルカによる福音書ではヤコブの子ユダとなっています。このように聖書によって、名前が違ってくるので混乱しやすい面があります。一方、この名前の順番は、ただ羅列したというよりも、弟子となった順番であり、また、意外と序列を表しているような気もします。
転
さて、イエス様が、12人の使徒を任命して近くの山から帰ってこられたとき、その家にはまた群集が大勢集まっており、食事をする暇もないほどだったと書かれています。するとそこにイエス様のことを聞いて身内のものが取り押さえにきたのです。身内の人たちはイエス様に会いに来たのでも、つれて帰るために来たのでもなく、取り押さえにやってきたのです。まるで犯罪者や、精神病患者を取り押さえるように、取り押さえにきたのです。なぜでしょうか。それは悪いうわさを聞いていたからです。21節と22節です。
マコ 3:21　身内の人たちはイエスのことを聞いて取り押さえに来た。「あの男は気が変になっている」と言われていたからである。

マコ 3:22　エルサレムから下って来た律法学者たちも、「あの男はベルゼブルに取りつかれている」と言い、また、「悪霊の頭の力で悪霊を追い出している」と言っていた。

　　たぶんイエス様の家族に、イエス様のことを、お前のところの息子は気が変になっているぞ、エルサレムから来た偉い立法学者達も、イエスは、悪霊に取り付かれていると言っているぞ、と告げ口し、早く家に連れ戻さないと、悪いことが起こるぞと圧力をかけたのだと思います。
そこで、ついにイエス様は反論しました。いわゆるベルゼブル論争というところです。それは悪霊の頭がその力で悪霊どもを追い出しているとすれば、その悪霊の国は立ち行かなくなるはずであるからそれはありえないということ言ったのでした。ですがイエス様の言ったもっと大切な事は28節と29節です。
マコ 3:28　はっきり言っておく。人の子らが犯す罪やどんな冒涜の言葉も、すべて赦される。

マコ 3:29　しかし、聖霊を冒涜する者は永遠に赦されず、永遠に罪の責めを負う。」

これはどういう意味でしょうか。人間は間違いを犯すし、そのことは特別なことではありません。そしてイエス様は、人間の犯す罪や、どんな冒涜の言葉も、すべて許されるといったのです。私達もまた、すべてが許されることを願って、主のみ前に集うのです。ですが、ただひとつ、聖霊を冒涜するものは永遠に許されず、永遠の罪の責めを負うとはどんなことを意味するのでしょうか。聖霊を冒涜するとは、どんな冒涜を言うのでしょうか。それはこのベルゼブル論争で言われたように、聖霊を悪霊だと言うことなのです。聖霊そのものを悪霊だとしてしまったら、私達を許してくれる霊がなくなるのです。私達の罪や冒涜の言葉を許してくださるのは聖霊だからなのです。イエス様を悪霊に取り付かれていると言うことは、聖霊が受肉した人を、悪霊が受肉したのだといっていることになるのです。これが許されない罪、永遠の罪となるといっているのです。
　そのとき外には、イエスを取り押さえに来た身内の者たちがいました。それはイエスの母と兄弟達でした。たぶん父親はもうなくなっていたのだと思います。そして人をやって、イエスを呼ばせました。連れて帰ろうとしたのだと思います。そのときイエス様の周りには大勢の人たちが座っていました。その中の一人が、イエス様の身内のものに気がついて「御覧なさい。母上と兄弟姉妹がたが外であなたを捜しておられます」と伝えたのです。
イエス様には、身内のものがなぜ来たのか分かっていました。イエス様の話を聞くためでもなく、イエス様に従うためでもなく、律法学者達の言ううわさを聞いて心配して連れ戻しに来たということが分かっていたのです。それでイエス様はこういいました。33節から35節です。
マコ 3:33　イエスは、「わたしの母、わたしの兄弟とはだれか」と答え、

マコ 3:34　周りに座っている人々を見回して言われた。「見なさい。ここにわたしの母、わたしの兄弟がいる。

マコ 3:35　神の御心を行う人こそ、わたしの兄弟、姉妹、また母なのだ。」

この箇所を読んで、せっかく訪ねてきてくれたお母さんに対して、なんと失礼な態度ではないか、冷たい態度ではないかと思う人がいるとすれば、それは、あまりにも聖書の内容を理解していないと言うことになります。今身内の者たちは、イエス様を理解する側にではなく、イエス様を非難する、律法学者の側に立っているからです。イエス様にとって、肉による絆よりも霊による絆のほうがずっと強く大切なのです。イエス様は言いました。「見なさい。ここにわたしの母、わたしの兄弟がいる。　神の御心を行う人こそ、わたしの兄弟、姉妹、また母なのだ。」　これは私達も、神の御心を行うものであれば、イエス様の兄弟であり家族になることが出来るという事です。神の御心を行うとは、神によって遣わされたイエスキリストを信じ、その戒めを守る事です。
結

　私達は、今まさにクリスマスのときを祝おうとしております。それは、この聖霊なるイエス様が、肉の形をとられて、この世に現れてくださったことを感謝して祝おうとしているのです。神様が神様のままで、私達とはまったく違った存在の仕方で、世に現れてくださり、救いをもたらすこともできたのでしょう。ですが神様はそうはなさらずに、その一人子を、私達と同じ傷つきやすい滅び行く体を持ったものとして、世に遣わし、そしてそのままで、救いを告げ知らせてくださったのです。そして、私達はただ、イエス様の言われたことを信じるだけで、その家族とされたのです。「見なさい。ここにわたしの母、わたしの兄弟がいる。　神の御心を行う人こそ、わたしの兄弟、姉妹、また母なのだ。」　私達は、今、クリスマスのメッセージとして、この言葉を聴いたのです。私達は、今、神の家族にされているその祝福を受けているのです。
（一分間黙想）（お祈り）

天の父なる神様。今日あなたから、クリスマスのメッセージを与えられ感謝いたします。私達は多くの過ちを犯し、罪を犯し続けておりますが、ただあなたを信じる信仰によって救われております。あなたは、私達が、イエス様は神の御子であることを信じ、神の御心を行うことによって、あなたの聖なる家族の一員として加えてくださったことを思います。このクリスマスのときは、イエス様の御降誕のときではありますが、同時に、私達の生まれ変わりのときでもあります。私達も聖なるものとして、この世に生きることを与えられました。あなたの家族として生きることを与えられました。どうかあなたの家族にふさわしく、その心を清め、その言葉を慎み、その行いによってあなたの御栄を表していくことができますように。
　このことを覚えつつ感謝しつつ祈ります。どうか今悲しんでいる人々、苦しんでいる人々、悩んでいる人々がいましたら、あなたの憐れみと慰めとによって救われますように。あなたを信じる信仰がどうか一人でも多くの人々に与えられ、生きる勇気と力とが与えられますように。どうかすべての人々が許しあい、助け合い、愛し合って生きることができますように。争いのない平和な世界が実現しますように。

この祈りを主、イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆湖の岸辺の群衆

マコ 3:7　イエスは弟子たちと共に湖の方へ立ち去られた。ガリラヤから来たおびただしい群衆が従った。また、ユダヤ、

マコ 3:8　エルサレム、イドマヤ、ヨルダン川の向こう側、ティルスやシドンの辺りからもおびただしい群衆が、イエスのしておられることを残らず聞いて、そばに集まって来た。

マコ 3:9　そこで、イエスは弟子たちに小舟を用意してほしいと言われた。群衆に押しつぶされないためである。

マコ 3:10　イエスが多くの病人をいやされたので、病気に悩む人たちが皆、イエスに触れようとして、そばに押し寄せたからであった。

マコ 3:11　汚れた霊どもは、イエスを見るとひれ伏して、「あなたは神の子だ」と叫んだ。

マコ 3:12　イエスは、自分のことを言いふらさないようにと霊どもを厳しく戒められた。

◆十二人を選ぶ

マコ 3:13　イエスが山に登って、これと思う人々を呼び寄せられると、彼らはそばに集まって来た。

マコ 3:14　そこで、十二人を任命し、使徒と名付けられた。彼らを自分のそばに置くため、また、派遣して宣教させ、

マコ 3:15　悪霊を追い出す権能を持たせるためであった。

マコ 3:16　こうして十二人を任命された。シモンにはペトロという名を付けられた。

マコ 3:17　ゼベダイの子ヤコブとヤコブの兄弟ヨハネ、この二人にはボアネルゲス、すなわち、「雷の子ら」という名を付けられた。

マコ 3:18　アンデレ、フィリポ、バルトロマイ、マタイ、トマス、アルファイの子ヤコブ、タダイ、熱心党のシモン、

マコ 3:19　それに、イスカリオテのユダ。このユダがイエスを裏切ったのである。

◆ベルゼブル論争

マコ 3:20　イエスが家に帰られると、群衆がまた集まって来て、一同は食事をする暇もないほどであった。

マコ 3:21　身内の人たちはイエスのことを聞いて取り押さえに来た。「あの男は気が変になっている」と言われていたからである。

マコ 3:22　エルサレムから下って来た律法学者たちも、「あの男はベルゼブルに取りつかれている」と言い、また、「悪霊の頭の力で悪霊を追い出している」と言っていた。

マコ 3:23　そこで、イエスは彼らを呼び寄せて、たとえを用いて語られた。「どうして、サタンがサタンを追い出せよう。

マコ 3:24　国が内輪で争えば、その国は成り立たない。

マコ 3:25　家が内輪で争えば、その家は成り立たない。

マコ 3:26　同じように、サタンが内輪もめして争えば、立ち行かず、滅びてしまう。

マコ 3:27　また、まず強い人を縛り上げなければ、だれも、その人の家に押し入って、家財道具を奪い取ることはできない。まず縛ってから、その家を略奪するものだ。

マコ 3:28　はっきり言っておく。人の子らが犯す罪やどんな冒涜の言葉も、すべて赦される。

マコ 3:29　しかし、聖霊を冒涜する者は永遠に赦されず、永遠に罪の責めを負う。」

マコ 3:30　イエスがこう言われたのは、「彼は汚れた霊に取りつかれている」と人々が言っていたからである。

◆イエスの母、兄弟

マコ 3:31　イエスの母と兄弟たちが来て外に立ち、人をやってイエスを呼ばせた。

マコ 3:32　大勢の人が、イエスの周りに座っていた。「御覧なさい。母上と兄弟姉妹がたが外であなたを捜しておられます」と知らされると、

マコ 3:33　イエスは、「わたしの母、わたしの兄弟とはだれか」と答え、

マコ 3:34　周りに座っている人々を見回して言われた。「見なさい。ここにわたしの母、わたしの兄弟がいる。

マコ 3:35　神の御心を行う人こそ、わたしの兄弟、姉妹、また母なのだ。」
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